
収 入
普通会員会費 210,00G

(会員数106名中70名分予定）

支 出

印刷費 90,000

①  r学会通信J 第 2 号製作費 20,000
②  r学会通信J 第 3号製作費 20,000
③  r学会員名簿j 製作費 50,000

通信費 35,210

①  r学会通信J 第 2 号発送費 5,210
②  r学会通信J 第 3号発送費 8,000
③  r学会員名簿』発送費 8,000
④ 上記以外の切手• ハ ガ キ 代 13,000

会合費 10,000

消耗品費 20,500

事務費 4,000

雑 費  50,290

合 計 210,000

報告事項

1

『
学
会
通
信J

第
三
号
の
編
集 

石

沢

良

昭

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
近
況
」
と

、
弥
永
信 

美

「
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
関
係
書
•
新
刊
紹
介
」

の
掲
載
が
予
定
さ
れ
て
い 

る 

旨

'
 

報
告
が
あ
っ
た
。

2

第

四

回

「
日

仏c
o
l
l
o
q
u
e

 

(
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
)
」
に
つ
い
て 

今
回
の
主
催
当
事
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
の
企
画
の
申
し
入
れ
が
、
事 

務
局
か
ら
報
告
さ
れ
、
他
の
会
員
か
ら
も
補
足
説
明
が
な
さ
れ
た
。
旅
費
と

日
仏
東
洋
学
会
通
信

 
第
三
号

一
九
八
五
年
三
月
発
行

会員
総会
報告昨

年
の
六
月
二
八
日
五
時
半
か
ら
、
総
会
に
先
立
っ
て
、
評
議
員
会
が
日
仏
会 

館

一

階

に

新

設

の

フ

ォ

ヮ

ィ

ヱ

(
談
話
室
)

で
開
か
れ
た
。
出
席
者
は
、

ヴ
ァ
ン 

デ

ル

メ

ル

シ

ュ

学

長

(
職
責
上
の
名
誉
会
長
)
、
羽

田

明

名

誉

会

長

、
弥

永

昌

吉

、
 

秋
山
光
和
、
大
地
原
豊
、

ユ
べ
ー

ル

•
デ
ュ
ル
ト
、
池
田
温
、
坂
出
祥
伸
'
 

福
井 

文
雅
、
川
崎
ミ
チ
コ
、
弥
永
信
美
の
諸
氏
。

そ
の
後
、
六
時
か
ら
二
階
会
議
室
で
会
員
総
会
を
開
催
。
次
の
よ
ぅ
な
順
序
で 

会

は

進

行

し

た

(
敬
称
略
)
。

開会の辞

 

羽
田
明

 

議

事

(
議
長 

大
地
原
豊

)

1

昭
和
五
九
年
度
予
算
案
審
議
の
件 

川
崎
ミ
チ
コ
会
計
幹
事
が
次
の
予
算
案
を
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。



滞

在

費

の

半

額

は

自

己

負

担

と

な

る

上

、
参
加
者
を
選
考
す
る
機
関
も
本 

会
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
議

事

に

は

な

じ

ま

ず

、

「
参
加 

希
望
者
は
福
井
主
幹
へ
問
い
合
わ
せ
ら
れ
た
い
。
」
と
い
ぅ
議
長
の
言
葉
で 

終
了
。
当
日
欠
席
さ
れ
た
会
員
に
は
、
七
月
ニ
〇

日
付
の
葉
書
通
信
で
連
絡 

が
な
さ
れ
た
が
、
詳
し
い
こ
と
は
、
本
号
の
別
項
を
見
ら
れ
た
い
。

3 

ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ル
シ
ュ
学
長
の
離
日 

本

号

の

「
会
員
消
息
」
欄
と
、
『
日

仏

会

館

•
日
仏
協
会
通
信
』
ニ
ー
号 

(
昨
年
七
月
刊
)
と

を

参

照

さ

れ

た

い

。

学術
講演
会六

月
二
八
日
の
総
会
終
了
後
、
六
時
半
よ
り
、
同
じ
く
二
階
会
議
室
に
お
い
て
、
 

ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ル
シ
ュ
学
長
が
、

日
本
語
で
次
の
講
演
を
行
な
い
、
質
疑
応
答
も 

か
な
り
行
な
わ
れ
た
。

「
亀
卜
と
占
筮
の
関
係
及
び
易
経
の
起
源
」

講
演
後
、
恒
例
の
よ
ぅ
に
、
学
長
室

で

ヵ

ク

テ

ル
•
パ
—
テ
ィ
が
学
長
招
待
で 

開
か
れ
た
。
間
も
な
く
日
本
を
去
っ
て
帰
仏
さ
れ
る
学
長
の
為
に
、
会
員
を
代
表 

し
て
秋
山
光
和
教
授
が
送
別
の
挨
拶
を
述
べ
、
全
員
で
惜
別
の
杯
を
挙
げ
た
。

会員
消息o 

秋

山

光

和

氏

が

r

 

I
n
s
t
i
t
u
t

 

d
e

 

F
r
a
n
c
e

 

_
/
(
フ
ラ
シ
ス
学
士
院

■)

の
客
員
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
学
士
院
は
、
十
七
世
紀
ル
イ
王
朝
以
来 

の
伝
統
と
格
式
と
を
今
に
伝
え
、
現
在
は
五
つ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
て

し
る
が
、
そ
の

 

I  

つ
に
 

A
c
a
d
é
m
i
e

 

d
e
s

 

I
n
s
c
r
i
p
t
i
o
n
s

 

e
t

 

d
e
s

 

B
e
l
l
e
s

 

L
e
t
t
r
e
s

が
あ
る
。
.
こ

れ

ま

で

は
「
碑

銘

•
文

学
ア

ヵ

デ

ミ

—
」
な

ど

と

訳
さ 

れ
て
い
る
が
、
内
実
は
自
然
科
学
や
芸
術
、
文
学
以
外
の
人
文
科
学
一
般
を
含
む 

の
で
、
む

し

ろ

「
人
文
科
学
ア

ヵ

デ
ミ
ー
」
と

訳
し
た
方
が
判
り
易
い
で
あ
ろ
ぅ
0 

秋

山

教

授

は

こ

の

「
人
文
科
学
ア

ヵ

デ
ミ
ー
」

の
会

員

に

選

ば

れ

た

の

で

あ

り
'
 

日
本
人
と
し

て

は

最
初
で
あ
る
。
今
秋
十
一
月
に
認
証
式
が
あ
り
、
続
い
て
、
新 

入
会
員
と
し
て
の
講
演
を
学
士
院
で
行
な
ぅ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
後 

に

も

、

C
o
l
l
è
g
e

 

d
e

匀
3
目

6
(
コ

レ

ー

ジ

ユ

.
ド

.
フ

ラ

ン

.ス
)
で
の
連
続 

講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

〇

羽
田
明
名
誉
会
長
と
、

大

地

原

豊

氏

と

が

、S
o
c
i
é
t
é

 

a
s
i
a
t
i
q
u
e

 

(
フ
ラ 

ン
ス
東
洋
学
協
会
)

の
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。

〇

レオン

•
ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ル
シ
ュ
氏
は
、

日
仏
会
館
学
長
の
任
期
三
ヶ
年
終 

了
で
、
夫
人
と
も
ど
も
、
昨
年
七
月
末
日
に
離
日
し
、
東
南
ア
ジ
ア
を
歴
訪
し 

て
、

フ
ラ
ン
ス
に
無
事
帰
ら
れ
た
。
離
日
に
先
立
ち
、
七
月
ニ
ニ
日
に
は
、
帝 

国
ホ
チ
ル
で
、

日

仏

会

館

•
日
仏
協
会
主
催
の
感
謝
告
別
の
午
餐
会
で
開
か
れ 

た
。
学
長
の
後
任
と
し
て
は
、
文
化
地
理
学
専
攻
の
才
丨
ギ
ュ
ス
タ
ン
•
ベ
ル 

ク

A
u
g
u
s
t
i
n

 

B
e
r
q
u
e

教
授
が
着
任
さ
れ
た
。
教
授
は
日
本
語
が
堪
能
で
あ 

る
。
な
お
、

こ
の
異
動
に
と
も
な
っ
て
、
名
誉
会
長
の
中
の
一
名
は
、
自
動
的 

に
ベ
ル
ク
学
長
に
移
る
こ
と
と
な
る
。

〇

金

岡

照

光

氏

は

、

昨

年

十

月

三

4
-日
よ

り

十

ー

月

三

十

日

ま

で

、

フ
ラ
ン
ス 

政

府

(
外
務
省
)

の
招
聘
に
よ
っ
て
渡
仏
。

。ハ
リ
の
ア
ジ
ア
研
究
所
と
、
フ
ラ 

ン
ス

国

立

高

等

研

究

院

(
E •  

P 

• 

H •  

E 
•
、
日
本
の
大
学
院
に
相
当
す
る
)
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宗
教
学
部
門
と
で
、
敦
煌
文
書
と
道
教
と
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
講
演
と
研
究 

発
表
を
行
な
っ
た
。
教
授
は
中
国
語
会
話
に
練
達
の
土
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
の 

中
国
研
究
者
の
多
く
も
中
国
留
学
な
ど
で
会
話
に
長
じ
て
い
る
の
で
、
質
疑
応 

答
も
活
発
で
、
極
め
て
好
評
で
あ
っ
た
よ
ぅ
で
あ
る
、

そ
の
ほ
か
'
 

氏
は
ア
ジ 

ア
研
究
所
内
の
中
国
宗
教
研
究
の
現
状
も
つ
ぶ
さ
に
見
聞
し
て
帰
ら
れ
た
。

そ 

れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

い

ず

れ

『
学
会
通
信
』

に
執
筆
し
て
い
た
だ
く
予 

定
で
あ
る
。

新
入
会
員 

尾
崎
正
治

 

O
Z
A
K
J
t

 

M
a
s
a
h
a
r
u

大
谷
大
学
図
書
館 

中
国
宗
教
史

立
野
恵
子

 

T
A
T
E
N
O

 

K
；e
i
k
o

 

慶

応

義

塾

大

学

大

学

院

中

国

文

学

都
留
春
雄

T
S
U
R
G

 

H
a
r
u
o

 

京

都

大

学

教

養

学

部

教

授

中

国

文

学

第
四
回
日
仏
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

表
記
の
件
は
、
仏
語
で
は

le  

4

 

C
o
l
i
q
u
e

 

p
l
u
r
i
d
i
s
c
i
p
l
i
n
a
i
r
e

f
r
a
n
c
o
-
j
a
p
o
n
a
i
s

 

{
第

四

回

日
仏
多
領
域
学
際
研
究
集
会
)
と

称

し

、

日
本
語 

で

は

略

し

て

「
日

仏
コ

ロ

ッ

ク

」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

昨
年
の
三
月
十
四
日
と
六
月
二
十
八
日
と
の
二
度
に
わ
た
り
、
会
員
総
会
で
説
明 

が
種
々
な
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
七
月
二
十
日
付
の
葉
書
に
よ
る
通
信
の
記
事
に
よ
っ 

て
、
事
務
局
か
ら
必
要
な
事
柄
は
会
員
各
位
に
御
連
絡
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
こ 

で
ま
と
め
て
、
詳
し
く
申
し
上
げ
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

日
仏
会
館
と
、

こ
れ
に
関
係
す
る
二
十
三
の
学
会
と
が
母
体
と
な
り
、

一
九
七 

六
年
か
ら
三
年
毎
に
、

日
仏
交
互
に
主
催
国
と
な
っ
て
、

こ
の
日
仏
コ
ロ
ッ
ク
は 

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
そ
の
第
四
回
目
に
当
り
、

フ
ラ
ン
ス
が
開
催
当
事
国
に
な
り
ま
す
。

そ 

こ
で
フ
ラ
ン
ス
側
が
企
画
し
、

日
本
側
が
対
応
し
ま
し
て
、

そ

の

結

果

、

(
昨
年 

七
月
ニ
◦

日
付
の
葉
書
通
信
で
御
連
絡
し
た
の
と
は
少
し
変
わ
り
、
)
、
今
年
は
、
 

数
学
、
物
理
学
、
通
信
工
学
、
地
理
学
、
海
洋
学
、
社
会
学
、
経
済
学
、
東
洋
学 

の
八
部
門
か
ら
な
る
コ
ロ
ッ
ク
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

フ

ラ

ン

ス

側
が
い
く
ら
良
い
企
画
を
た
て
ま
し
て
も
、

日
本
側
に
そ
れ
に
対
応 

で
き
る
学
会
も
し
く
は
責
任
者
が
い
ま
せ
ん
と
、

日

•
仏
コ
ロ
ッ
ク
は
成
立
し
ま 

せ
ん
。
東
洋
学
部
門
を
例
に
し
ま
す
と
、
例

え

ば

"
日
本
上
代
文
学
，
を

テ

—

マ 

に
し
た
い
と
フ

ラ

ン

ス

側
で
立
案
し
ま
し
て
も
'
 

そ
れ
に
呼
応
し
て
日
本
側
に
日 

本
上
代
文
学
研
究
班
が
組
織
で
き
ま
せ
ん
と
、
そ
の
テ
—

マ
は
東
洋
学
部
門
の
テ
ー 

マ
と
は
な
ら
な
い
の
で
す
。



前
回
ま
で
の
コ
ロ
ッ
ク
で
は
'
 

東
洋
学
の
分
野
で
は
、

日
本
学
と
美
術
史
と
が 

主
テ
—

マ
で
し
た
。

(
V
前

学

長

の

話

に

よ

り

ま

す

と

、
)

そ

こ

で

、
今

回

は

、
 

「
日
仏
東
洋
学
会
が
新
発
足
し
た
こ
と
で
も
あ
り
、
中
固
と
歴
史
学
と
を
主
テ
ー 

マ
に
し
た
い
。
」
と
い
う

意

向

が
フ

ラ

ン

ス

側
委

員

会

に

強

く

あ

っ

た

そ

う

で

す

。

し
か
し
、
い

ろ

い

ろ

と

検
討
さ
れ
た
結
果
、
今
回
の
東
洋
学
部
門
の
テ
ー
マ
は
、
 

中

国

の

三

大

宗

教

の

一

で

あ

る

道

教le  

t
a
o
i
.
s
m
e

を

中

心

に

し

て

、
「
道
教
研 

究
の
現
状
」
と

「
日
本
文
化
と
道
教
」
と
が
主
テ
—

マ
に
決
ま
り
、

日
本
側
に
呼 

び
か
け
と

申
し
入
れ
が
来
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
が
道
教
研
究
の
世
界
に
お
け
る
パ
ィ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
か
つ
現
在
も 

研
究
の
第
一
線
に
あ
る
こ
と
は
学
会
周
知
の
事
実
で
す
。

こ
の
テ
ー
マ
の
立
案
者
は
、

。ハ
リ
の
ア
ジ
ア
研
究
所
内
の
道
教
研
究
グ
ル
ー
プ 

(
シ

ッ

ぺ

ー

ル

M
.

 

S
c
h
i
p
p
e
r

教
授
主
持

)

で
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の 

中
に
は
、

P
r
o
j
e
c
t

 

T
a
?
t
s
a
n
g

 

(
汎

ョ

ー

ロ
ッ
。ハ
道
教
研
究
プ
ロ
ジ

ヱ

ク

卜
)
 

と
い
う
、

国
際
的
な
企
画
の
セ
ン
タ
—
が
置
か
れ
て
い
て
、
道
教
の
文
献
整
理
、
 

コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
処
理
の
事
業
を
、

こ
の
十
数
年
来
、
精
力
的
に
す
す
め
て
お
り
、
 

す

で

に

目

録

•
索
引
類
を
数
冊
公
刊
し
て
い
ま
す
。

こ
の

道

教

研

究

グ

ル

ー

プ

は

「
道
蔵
研
究
五
ケ
年
計
画
」
を
現
在
進
行
中
で
、
 

今
年
は
そ
の
最
終
年
に
な
る
の
で
、

こ
の
日
仏
コ
ロ
ッ
ク
に
参
加
し
て
、

日
本
人 

研
究
者
と
共
同
で
、
研
究
の
仕
上
げ
を
し
た
い
'
 

と
い
う
の
が
フ
ラ
ン
ス
側
企
画 

の
始
ま
り
の
よ
う
で
し
た
。

日
本
人
研
究
者
と
し
ま
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
を
進
行 

中
な
の
か
、
常
々
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
の

申

し

入

れ

は

願

っ

て

も

な

い

こ

と

で

あ

り

、

そ

れ

に

呼

応

す

る

方

向

で

考

え

て

い 

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

し
か
し
な
が
ら
、
大
き
な
問
題
が
ニ
つ
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
第
一
は
経
費
の
問 

題
で
、
参
加
者
は
、
滞
在
費
の
半
額
と
旅
費
の
全
額
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
が
、
 

こ
れ
ま
で
の
き
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
七
月
ニ
〇

日
の
葉
書
連
絡
の
中
に
'
 

「
本
学
会
と
し
ま
し
て
は
、
参
加
者
の
渡
航
費
、
滞
在
費
等
の
予
算
を
獲
得
し
よ 

う
と
、
諸
方
面
に
尽
力
し
て
は
お
り
ま
す
が
、
極
め
て
望
み
薄
で
あ
る
の
が
現
状 

で
す
。
」
と
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、
公
的
機
関
に
経
費
を
申
請
し
ま
し
て
も
、

調 

達
は
極
め
て
難
か
し
い
の
で
す
。

第
二
の
問
題
は
、
参
加
者
を
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
る
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。
 

参
加
で
き
る
会
員
は
、
他
の
学
会
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
考
え
ま
し
て
も
、
六
人
前 

後
と
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
仏
東
洋
学
会
の
中
に
は
、
選
抜
す
る
権 

限
を
任
さ
れ
た
委
員
会
の
よ
う
な
機
関
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

(
こ
れ
は
今
後
の
問 

題
で
し

ょ

う

0

)

右
の
難
問
題
二
つ
を
解
決
す
る
だ
け
の
力
を
現
在
の
本
学
会
は
持
っ
て
い
ま
せ 

ん
の
で
、
六
月
の
総
会
に
お
い
て
は
フ

ラ

ン

ス

側
の
提
案
を
報
告
し
ま

し

た

も
の 

の
、
議
事
と
し
て
の
内
容
に
は
な

じ

ま

な

い
た
め
'
 

結

局

、
「
参
加
希

望

者

は

福 

井
主
幹
へ
問
い
合
わ
せ
ら
れ
た
い
」
と
い
う
大
地
原
議
長
の
言
葉
で
終
っ
た
の
で 

し
た
。
要
す
る
に
、
申
し
込
み
順
で
受
け
つ
け
る
以
外
に
、
フ

ラ

ン

ス

側
に
呼
応 

す
る
方
法
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

— 4 —



と
こ
ろ
が
、
実
に
幸
い
な
こ
と
に
は
、
総
会
直
後
の
カ
ク
テ
ル
•
。ハ
ー
テ
ィ
の 

席
上
で
早
く
も
申
し
込
み
に
応
じ
る
方
々
が
あ
り
、

そ
の
後
に
も
事
務
局
へ
問
い 

合
わ
せ
が
来
た
り
し
ま
し
た
結
果
、
七
月
上
旬
に
は
定
員
の
六
名
が
満
た
さ
れ
て 

し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
の
申
し
込
み
者
は
、

才
フ
ザ
ー
、ハ
ー
に
な
る
、
と
い 

ぅ
こ
と
で
す
。
(
現

地

参

加

の

方

々

は

別

で

す

。
)

そ
の
後
、

い
ろ
い
ろ
な
い
き
さ
つ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
次
の 

七
名
が
参
加
予
定
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
方
々
に
つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
と
、
 

コ
ロ
ッ
ク
で
の
発
表
題
目
(
仮
題
)
と
を
次
に
書
き
ま
す
。

(
ア
ィ
ゥ
エ
才
順
)

金
岡
照
光
I

本

号

の

「
会
員
消
息
」
欄
を
参
照
。
発

表

題

目

は

、
「
菩
薩
の 

中
国
的
日
本
的
変
容
—
—
弥
勒
と
布
袋
の
場
合
I

」

川
崎
ミ
チ
コ
！

昨

年

に

中

国

大

陸

へ

出

張

し

、
道
教
寺
院
と
敦
煌
研
究
の 

現
状
を
調
査
し
た
。

そ
の
方
面
の
論
著
、
多
数
。
発

表

題

目

「
疑
偽
経
典
と
そ
の 

歌
謡
化
に
つ
い
て
I

父
母
恩
重
経
と
十
恩
徳
を
中
心
に
し
て
—
丨

」

京
戸
慈
光
I

滞
仏
中
で
、

パ
リ
か
ら
の
現
地
参
加
。
敦
煌
文
書
を
利
用
し
て 

の
発
表
多
数
。
発
表
題
目
は
、
「
日
本
の
疑
似
教
典
と
道
教
」

坂

出

祥

伸

——

一
昨
年
の

C
I
S
H
A
A
N

 

(
国

際

東

洋

学

会

議

)

に
お
い
て
、
 

英
文
で
口
頭
発
表
を
す
る
ほ
か
、
議
長
な
ど
と
し
て
運
営
に
も
参
加
。
国
際
会
議 

に
参
加
多
数
。
発
表
題
目
は
、
「
『
医
心
方
』
に

見

え

る

道

教

的

養

生

術

」 

高

橋

稔

！

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
、

ョ
ー
ロ
ッ
。ハ
に
約
一
年
滞
在
し
た
経
験 

が
あ
る
。
『
六

朝

.
唐
小
説
集
』

(
中

国

の

古

典
32

学
習
研
究
社
昭
五
七

)

の
共
訳
者
。
発
表
題
目
は
、
「
新

出

資

料

『
東
方
朔
置
文
』

に

つ

い

て

！

近
代 

日
本
に
ま
で
生
き
残
っ
た
中
国
古
代
の
俗
信
仰
——

」

福

井

文

雅

—

I

第

二

回

(
日
本
)' 

第

三

回

(
ス
ィ
ス
)

の

「国
際
道
教
研 

究
会
議
」、
第
一
回
日
仏
コ
ロ
ッ
ク

(
パ
リ

)
、

一
昨
年
の

1

A
A

N

の 

「
儒
教
と
道
教
」
部

門

と

「
敦
煌
研
究
」
部
門
へ
参
加
。
今
秋
の
コ
ロ
ッ
ク
で
は
、
 

日

本

の

「
天
皇
」

の
称
号
と
道
教
'
 

と
い
う
テ
—

マ
で
発
表
す
る
。

山
田
利
明

-
-
ア
メ
リ
カ
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
•
'
ハ
—
ク
レ
ー
校
へ
留
学
。

一
昨
年
の

C
I
S
H
A
A
N

に
参
加
。
『敦
煌
と
中
国
道
教

J  

(大
東
出
版
社 

昭
五
八
)

の
共
編
者
。
発
表
題
目
は
、
「
平

田

篤

胤

と

五

嶽

真

形

図

」

才
ブ
ザ
—
バ
ー

と
し
て
、
現
在
、
ア

メ

リ

カ

、

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

大

学
•
パ
ー 

ク

レ

ー

校
で
仏
教
研
究
中
の
田
中
文
雄
氏
が
、
ア

メ

リ

カ

か

ら

廻
る
予
定
で
す
。

右
の
八
人
は
、
す
べ
て
日
仏
東
洋
学
会
の
会
員
で
す
。
道
教
研
究
者
は
、

こ
の
ほ 

か
に
も
日
本
に
は
多
数
お
り
ま
す
が
、

日
仏
東
洋
学
会
に
入
会
し
て
い
な
い
方

 々

に
は
、
連
絡
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

最

近

の
フ

ラ

ン

ス

側
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
ま
す
と
、

で
き
れ
ば
ニ
〇

代
の
若
い 

研
究
者
の
参
加
も
希
望
し
て
い
る
よ
う
で
し
て
、
六
名
の
定
員
に
は
必
ら
ず
し
も 

こ
だ
わ
ら
な
い
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の
方
々
の
参
加
が
待
た
れ
ま 

す
。
た
だ
し
、
発
表
用
の
フ

ル

•
ぺ

ー

パ

ー

(
日
本
文
で
も
良
い
)
を
、
六
月
初 

旬
ま
で
に
パ
リ
の
学
会
本
部
ま
で
郵
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ

ロ
ッ
ク
は
、

。ハ
リ
で
十
月
上
旬
に
開
か
れ
ま
す
が
、
丁
度
そ
の
頃
、

日
本
中 

国
学
会
が
京
都
大
学
を
会
場
に
し
て
開
か
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で



中
国
学
会
の
方
へ
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
、

フ
ラ
ン
ス
行
き
を
断
念
し
た 

会
員
も
か
な
り
い
る

よ

ぅ

で
、
残
念
な
こ
と
で
す
。

日
仏
会
館
か
ら
、
次

の

「
お
し
ら
せ
」
が
届
き
ま
し
た
。
公
募
の
期
間
が
短
か 

短
か
い
た
め
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
締
切
り
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
が
、

こ
こ
に
掲 

載
致
し
ま
す
。第

二

回

(
一
九
八
五
年
度
)
渋

沢

•
ク
ロ
ー
デ
ル
賞
公
募
に
つ
い
て

昨
年
日
仏
会
館
が
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
機
会
に
、
創
立
者
二
人
を 

記
念
し
て
、
当

会
館
と
毎
日
新
聞
社
と
の
共
催
で
、
渋

沢
•
ク

ロ

ー

デ
ル
賞
が 

設
定
.さ
れ
ま
し
た
。
十
年
前
ま
で
は
'
 

同
じ
く
毎
日
新
聞
社
と
の
共
催
の
ク
ロ
ー 

デ
ル
賞
が
あ
り
ま
し
た
が
'
 

そ

れ

は
フ

ラ

ン

ス

語

の

書
物
の
邦
訳
に
対
し
て
贈 

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
渋

沢
•
ク

ロ

ー

デ
ル
賞
は
そ
れ
よ
り
範
囲
を
拡 

げ
、
翻
訳
に
限
ら
ず
、

日
仏
両
国
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
相
手
国
の
文
化
に
関 

し
て
な
さ
れ
た
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
に
対
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。

両
国
で
そ
れ
ぞ
れ
一
名
が
受
賞
し
、
受

賞

者

に

は

東

京

•
パ
リ
間
往
復
航
空 

券
と
、
相
手
国
で
の
ー
ケ
月
間
の
滞
在
費
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

一
九
八
四
年
度
に
は
、
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

〔日
本
側
〕

ェ
藤
庸
子
氏

ア

ン

リ

，
ト

ロ

ワ

イ

ヤ

「
ア

レ

ク

サ

ン

ド

ル

一
世
」
 

お
よ
び
「イ
ヴ
ァ
ン
雷
帝
」
の
翻
訳

(
中
央
公
論
社
、

一
九
八
ニ
•
八
三
年
刊
)

〔
フ

ラ

ン

ス

側

〕 

エ

リ

ザ

べ

ー

ト

•
フ

ロ

レ

氏

柳
宗
悦
と
民
芸
運
動
の
研
究 

な

お

、

フ

ラ

ン

ス

の

マ

ッ

ソ

ン

社

版

#
医

学

生

物

学

大

辞

典

(
全
六
巻
)
，

を
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
メ
ジ
ヵ
ル
•
フ
レ
ン
ド
社
に
対
し
、
特
別
賞
が
贈
呈
さ
れ 

ま
し
た
。

今
年
度
日
本
側
で
は
次
記
の
要
領
で
こ
の
賞
の
候
補
を
公
募
い
た
し
ま
す
の 

で
、

ふ
さ
わ
し
い
候
補
者
を
ご
推
薦
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

1

賞
の
対
象
と
な
る
部
門

文
学
、芸
術
、哲
学
、歴
史
、法
律
、

経

済

、
人
文
科
学
、
自
然
科
学 

2 

候
補
者
の
年
令

一
九
八
五
年
十
二
月
末
日
に
満
四
十
才
未
満
の
方
。

3

対
象
作
品
の
出
版
時
期

一
九
八
三
年
一
月
一
日
よ
り
一
九
八
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
。

4

宛

先一
〇

一
東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
ニ
ー
三

日
仏
会
館
内
坂
井
光
夫 

(
電
話
〇

三

丄

一

九

丁

ニ

四

一

)

5

提
出
書
類

侯
補
者
略
歴
お
よ
び
業
績
書
'
 

応
募
ま
た
は
推
薦
の
理
由
書
、
侯
補
作
品
。



な
お
、
形
式
は
任
意
で
す
が
会
館
に
応
募
用
紙
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

6

締

切
 

一
九
八
五
年
三
月
三
十
一
日

編集
後記

〇
今
回
は
、
会
員
名
簿
を
お
届
け
し
'
 

日
仏
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
の
準
備
状
況
に 

つ
い
て
御
報
告
す
る
こ
と
を
主
眼
に
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
他
予
定
さ
れ
て
い 

た
記
事
は
次
号
以
下
に
ま
わ
し
ま
し
た
。

〇

r

会
員
消
息
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局
と
し
て
知
り
得
る
範
囲
は
狭
い
も 

の
で
す
し
、
伝
聞
で
は
誤
報
の
場
合
も
起
り
得
ま
す
の
で
、
今
後
は
、
御
当
人 

自
身
か
ら
も
、
遠
慮
な
く
自
己
申
告
を
し
て
下
さ
る
よ
ぅ
、

こ
こ
で
お
願
い
し 

て
お
き
ま
す
。

〇

一
九
八
五
年
度
の
会
員
総
会
は
、
六

月

七

日

(
金
)

の

四

時

か

ら

(
役
員
会
は 

三
時
半
か
ら
)
、
京
都
の
日
仏
学
館
で
開
か
れ
ま
す
。
近

々

、

改
め
て
御
案
内 

が
届
く
は
ず
で
す
が
、
会
員
総
会
が
関
西
で
開
か
れ
る
の
は
最
初
の
こ
と
で
あ 

り
、
多
数
の
方
々
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
会
費
納
入
の
た
め
の
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ど
ぅ
ぞ
宜
し
く
お
願 

い
致
し
ま
す
。

〇
文

部

省

補

助

金

に

よ

る

「
学
者
交
換
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
『
通

信

』
第
二
号 

に
詳

し

く

書
い
て
お
き
ま
し
た
。

そ
の
申
し
込
み
は
毎
年
の
こ
と
で
あ
り
ま
す 

し
、
本

号

に

載

せ

ま

し

た

「
渋

沢

•
ク
ロ 

—
デ
ル
賞
」
公
募
も
、
同
じ
く
毎
年 

の
こ
と
で
す
。
推
薦
の
方
が
必
ず
し
も
全
て
通
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

チ
ヤ

ン
ス
で
は
あ
り
ま
す
の
で
、
期
日
等
を
お
忘
れ
な
く
'
奮
っ
て
御
応
募
下
さ
い
。
 

〇
今
回
お
送
り
す
る
会
員
名
簿
は
、

一
九
八
五
年
三
月
現
在
の
も
の
で
、
な
る 

ベ
く

完
全
を
期
し
ま
し
た
が
、
な
お
、
誤
記
が
残
っ
て
い
る
か
も

し

れ

ま
せ 

ん
。
訂
正
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
御
連
絡
下
さ
る
よ
う
、
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
現
在
会
員
数
は
一
〇
九
名
で
す
。

連
絡
先

〒
一
〇

一
東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
ニ
ー
三 

日
仏
会
館
内

日
仏
東
洋
学
会
事
務
局 

(
電
)
〇

三

—

二

九

一

ー

一

一

四

四


